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東日本電信電話株式会社 神奈川事業部 

 

ウェアラブル映像端末による家畜衛生業務の効率化を図る実証実験を実施中 

～神奈川県家畜保健衛生所における「スマート畜産」の取り組み～ 

 

東日本電信電話株式会社 神奈川事業部（執行役員 神奈川事業部長:相原 朋子、以下「NTT 東日本」）

と神奈川県（知事：黒岩 祐治）は、スマートグラス（カメラ付き眼鏡型端末）やウェアラブルカメラなどの IoT 機

器を活用し、家畜衛生業務の効率化を図る実証実験を神奈川県家畜保健衛生所にて開始しています。 

 

農場でウェアラブル映像端末を装着して作業する担当者 

 

1．背景・目的 

神奈川県県央・湘南家畜保健衛生所は、県内の畜産振興を目的に、家畜の伝染病予防に関する事務や、

家畜疾病の診断、飼養衛生管理の指導などに係る業務を行い、地域における家畜衛生の向上を担ってい

ます。 

その業務従事において「農場における IoT機器の耐久性・有用性の検討」があがりました。 

 

一方、NTT東日本は、自治体等業務の DXコンサルティングからデジタルプラットフォーム・ソリューションの

実装・推進までを共創・伴走型でワンストップ支援するとともに、持続的な発展を可能にする「地域循環型社

会」の実現に向け、ロボット技術や AI・IoT などの未来技術を活用した「スマート畜産」の社会実装を加速させ

ることに取り組んでいます。 

 

IoT 機器の導入による検討事項の検証を実施し、強いては地域における家畜衛生の更なる向上をめざす

神奈川県と連携し、NTT東日本は、ウェアラブル映像端末を活用した DXによる職員業務の効率化および省

力化、家畜衛生の向上を図る実証実験を開始するに至りました。 
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2．実証実験概要 

（1）期間：2023年 10月 5日(木) ～ 2023年 11月上旬 ＜予定＞ 

（2）場所：神奈川県県央家畜保健衛生所＜住所：海老名市本郷 3658＞ 

神奈川県湘南家畜保健衛生所＜住所：平塚市寺田縄 345＞ 

（3）両者の役割分担： 

   ・NTT東日本：IoT機器検討、活用効果の確認 

   ・神奈川県：IoT機器の実証フィールドの提供、活用効果・有用性の確認 

（4）家畜保健衛生所における IoT機器の活用イメージ： 

 
（5）期待される効果 

現場情報の共有化・データベース化がリアルタイムで図られ、家畜衛生業務の一層の迅速化、高度化が期

待されます。 

 

3．今後に向けて 

本検証を踏まえて、神奈川県と連携し、「IoT機器の活用による家畜衛生業務の効率化」による DX推進に

向け、IoT機器の導入効果を最大限活かすことができる運用方法を検討・構築し、家畜衛生業務の効率化を

図りつつ、より質の高い家畜衛生サービスの提供をめざしてまいります。 

これからも、NTT東日本は「地域の未来を支えるソーシャルイノベーション企業」として、地域社会における新

たな付加価値を地域と共創していきます。 

 

以上 
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